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3 か月平均の 500hPa 高度と偏差の予想図
実線は等高度線：60m 毎、点線は偏差：30m 毎

陰影部は負偏差（一般に寒気に対応） 

東北地方 ３か月予報解説資料（6～8 月） 
平成 18 年 5月 25 日 仙台管区気象台 

 

１．数値予報（アンサンブル予報）による大気の流れの予想 

3 か月平均の 500hPa 高度と偏差の予想図（右図）： 

予想図では極付近は負偏差域（寒気に対応）、中緯度

帯は正偏差域（暖気に対応）。ただし、日本の北の高度

も高く、沿海州付近の等高度線はやや北へくびれてお

り、一時オホーツク海高気圧の影響を受ける見込み。 

 

月別の地上気圧と偏差の予想図（下図。なお、予想図

の精度は予想対象期間が先になるほど低下します。）： 

6 月：正偏差（平年より気圧が高い）の中心が、北海

道と日本の南海上にあり、北の高気圧、南の太平洋高

気圧ともに強い。二つの高気圧の境では梅雨前線に相

当する等圧線のくびれが明瞭で、前線の活動は活発。

東北地方は太平洋側や南部を中心に、平年に比べ曇り

や雨の日が多い。また一時オホーツク海高気圧が現れ、、

低温になることがある見込み。 

7 月：日本付近は平年より気圧が高いが、太平洋高気

圧の軸は日本の南に伸びており、太平洋高気圧が北に

勢力を強めている状況ではなく、東北地方は前線の影

響を平年同様に受けると考える。東北地方は平年同様曇りや雨の日が多い見込み。 

8 月：日本付近は平年に比べ気圧が高く、偏差の中心は北海道の北。北に偏った高気圧からの湿

った東風の影響で、低温となり天気がぐずつ可能性があるが、太平洋高気圧が北へ張り出し晴れ

て、高温になることもある見込み。 

 
月別の地上気圧と偏差の予想図（左から 6月、7月、8月） 
実線は等圧線：4hPa 毎、点線は偏差：間隔 1hPa 毎、陰影部は負偏差 

 

２．循環場の特徴 

5 月：500hPa 高度では、日本付近は正偏差で、平年に

比べ高度が高い。太平洋高気圧が平年より北に位置し

て、その北縁の前線が日本の南岸から本州付近に停滞

することが多かった。このため東北南部は曇りの日が

多く、日照時間が少なくなったが、東北北部は晴れの

日が多かった。 

5 月平均 500hPa 高度（予想値を含む）
実線は等高度線：60m 毎、点線は偏差：30m 毎

陰影部は負偏差 



３．最近の天候経過 

5月上旬：高気圧に覆われ東北日本海側では晴れの日が多かったが、高気圧は北に偏る時期があり、

東北太平洋側では、冷たく湿った東よりの風の影響を受けたため、南部を中心に曇りの日が多か

った。 

 平均気温は東北日本海側で高く、東北太平洋側で低い。降水量は東北北部でかなり少なく、東

北南部で少ない。日照時間は東北北部で平年並、東北南部で少ない。 

 
東北地方における5月上旬の平均気温、降水量、日照時間平年差（比） 

 
5月中旬：東北北部は高気圧に覆われ晴れの日が多かったが、東北南部は本州の南岸に停滞した前

線の影響により天気がぐずついた。19日は台風第1号から変わった低気圧が日本海を東進したため、

東北北部を中心に大雨となった。 

 平均気温は東北北部で高く、東北南部で平年並。降水量は東北北部で多く、東北南部で平年並、

日照時間は東北北部で平年並、東北南部で少ない。 

 
東北地方における5月中旬の平均気温、降水量、日照時間平年差（比） 

 

東北日本海側の日別経過図          東北太平洋側の日別経過図 
気象官署の日別観測値と日別平年値の地域平均（気温：実線と点線、降水量・日照時間：黒い円柱と白抜き円柱） 



４．太平洋赤道域の海水温等の状況、及びエルニーニョ現象等の今後の見通し 

 エルニーニョ監視速報（No.164）より抜粋。（気象庁ホームページ：http://www.jma.go.jp/） 

太平洋赤道域の海面水温は、南米沿岸付近で平年より低いことを除き、ほぼ全域で平年並だっ

た。海洋表層(海面から深度数百ｍまでの領域)の水温は、東部で負偏差、西部で正偏差の状態が

持続した。太平洋赤道域の西部で対流活動が平年より活発で、中部の大気下層では東風偏差が持

続した。ラニーニャ現象時の特徴は、海洋ではほぼ解消したが、大気では依然残っている。 

エルニーニョ監視海域の海面水温は夏から秋にかけて基準値に近い値で推移すると予測される。 

 

 

＜参考資料＞ 

①．平年の天気出現日数（日） 

6 月 7 月 8 月 
 

東北日本海側 東北太平洋側 東北日本海側 東北太平洋側 東北日本海側 東北太平洋側

晴れの日 14.3 12.0 14.6 12.6 18.1 15.8 

雨の日 10.3 10.4 10.9 11.1  9.7  9.9 

注：季節予報では、「日照率 40％以上の日数」、「日降水量 1mm 以上の日数」をそれぞれ晴れの日、

雨の日の目安として用いている。この 2 つの事象は同じ日に起こりうるため、両方に数えられる

日もある。なお、日照率は 1日の日照時間を可照時間(太陽の中心が東の地平線に現れてから西の

地平線に没するまでの時間)で割った値である。 

 

②．ヤマセ 

 オホーツク海付近に高気圧が現

れると、東北太平洋側には冷たく

湿った東よりの風（ヤマセ）が吹

き込みます。オホーツク海高気圧

は長く居座ることがあり、そうな

ると東北太平洋側を中心に低温が

続き、天気がぐずつくため、農作

物に大きな影響を与えます。 

2003年はオホーツク海高気圧が

長く居座り大冷害が発生しました。

右図は 2003 年 7 月 18 日の天気図

と衛星写真です。ヤマセに伴う雲

は背が低いため高い山を越えられ

ません。衛星写真でも奥羽山脈の東

側では雲に覆われていますが、西側

ではよく晴れている様子がわかります。また、この日の最高気温は、日本海側の秋田では 28.9℃

でしたが、太平洋側の宮古では 16.8℃までしか上がりませんでした。 

図 2006 年 4 月の海面水温図平年偏差図。太線は 1℃毎、細線は 0.5℃毎の等値線を示す。濃

い陰影部は海面水温が平年値より 1℃以上高い領域を、淡い陰影部は平年値より低い領域を示

す（平年値は 1971～2000 年の 30 年平均値）。 

2003 年 7 月 18 日 09 時の地上天気図と衛星写真 

図中のＨは高気圧、Ｌは低気圧を表す。 


